




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 6

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 6

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 6

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 6

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 6

 

- 1 -

㈱電響社(8144) 平成31年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の継続的な金融政策を背景に企業

収益や雇用環境に改善が見られるなか、将来的な労働力不足問題があるものの、景気は緩やかな回復基調で推移い

たしました。 

 一方、海外では米国の保護主義的な政策運営や通商政策に端を発した貿易摩擦の激化、欧州の政治的な混乱、中

国の景気減速など、景気の先行きは予断を許さない状況となっております。 

 当社グループの主要販売先である専門量販店等におきましては、節約志向が依然として根強く、消費マインドの

低下による需要の低迷、ネット通販の拡大基調などにより実店舗の売上高が伸び悩むなか、業種業態の垣根を越え

た価格競争が一段と激しさを増し、生き残りを賭けた熾烈な競争が繰り広げられております。 

 また、当社グループを取り巻く環境につきましても、同業他社との価格競争が激しさを増すなど、大変厳しい状

況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループにおきましては、消費者が求めている商品の発掘、消費者ニーズを捉えたオ

リジナル商品の開発強化、グループ合同商談会の開催などを通じた取引先への企画提案の更なる強化等、積極的な

営業施策を推進してまいりました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は369億８千９百万円（前年同期比4.9％増）とな

りました。 

 また、利益面におきましても、売上総利益率、売上に対する販売費及び一般管理費の割合の改善等により、経常

利益は10億４千６百万円（前年同期比15.8％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価

証券売却益７千９百万円を特別利益に、固定資産除却損４千６百万円を特別損失に計上したこともあり、７億４千

万円（前年同期比1.1％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末比43億４千５百万円増加し、372億７千

４百万円となりました。 

 これは主に、電子記録債権で５億７千１百万円減少した一方、現金及び預金で７億３千９百万円、受取手形及び

売掛金で36億６千８百万円、たな卸資産で10億３千８百万円増加したことなどにより、流動資産で51億９千２百万

円増加、電響社グループ関東ビル完成に伴い、建設仮勘定７億７千５百万円から有形固定資産建物等への振替えを

含め、建物で10億２千２百万円増加、投資その他の資産の投資有価証券で11億８千３百万円減少したことなどによ

り、固定資産で８億４千６百万円減少したことによるものであります。 

（負債） 

 負債につきましては、前連結会計年度末比46億８千８百万円増加し、125億３千１百万円となりました。 

これは主に、支払手形及び買掛金で35億３千２百万円、短期借入金で13億円増加し、１年内返済予定の長期借入金

で４億円減少したことなどにより、流動負債で43億６千万円増加、長期借入金で６億６千６百万円増加したことな

どにより、固定負債で３億２千８百万円増加したことによるものであります。 

（純資産） 

 純資産につきましては、前連結会計年度末比３億４千３百万円減少し、247億４千２百万円となりました。 

これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益７億４千万円による増加があった一方で、配当金の支払い２億７

千４百万円があったこと、その他有価証券評価差額金の減少８億９百万円があったこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の見通しにつきましては、平成30年11月５日第２四半期決算短信において公表しました連結業績予想に変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,174 5,914 

受取手形及び売掛金 7,121 10,790 

電子記録債権 1,067 495 

たな卸資産 3,215 4,254 

その他 572 884 

貸倒引当金 △5 △1 

流動資産合計 17,146 22,338 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 337 1,359 

土地 1,886 1,886 

その他（純額） 798 144 

有形固定資産合計 3,022 3,390 

無形固定資産    

のれん 356 333 

その他 141 165 

無形固定資産合計 498 498 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,753 3,569 

賃貸固定資産（純額） 3,841 3,805 

長期預金 3,118 3,131 

その他 550 541 

貸倒引当金 △2 △1 

投資その他の資産合計 12,262 11,046 

固定資産合計 15,782 14,935 

資産合計 32,929 37,274 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,936 7,469 

短期借入金 1,050 2,350 

1年内返済予定の長期借入金 600 199 

未払法人税等 176 187 

引当金 181 62 

その他 573 609 

流動負債合計 6,517 10,878 

固定負債    

長期借入金 － 666 

退職給付に係る負債 238 253 

その他 1,086 733 

固定負債合計 1,325 1,653 

負債合計 7,843 12,531 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,644 2,644 

資本剰余金 2,560 2,560 

利益剰余金 18,646 19,112 

自己株式 △650 △650 

株主資本合計 23,201 23,666 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,885 1,075 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

その他の包括利益累計額合計 1,885 1,075 

純資産合計 25,086 24,742 

負債純資産合計 32,929 37,274 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 35,255 36,989 

売上原価 29,420 30,802 

売上総利益 5,834 6,186 

販売費及び一般管理費 5,499 5,680 

営業利益 335 506 

営業外収益    

受取利息 4 3 

受取配当金 66 73 

仕入割引 520 555 

投資不動産賃貸料 238 236 

その他 78 56 

営業外収益合計 909 926 

営業外費用    

支払利息 3 5 

売上割引 242 293 

不動産賃貸原価 87 87 

その他 6 0 

営業外費用合計 340 386 

経常利益 903 1,046 

特別利益    

投資有価証券売却益 164 79 

特別利益合計 164 79 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 3 

固定資産除却損 7 46 

特別損失合計 7 50 

税金等調整前四半期純利益 1,060 1,075 

法人税等 328 335 

四半期純利益 732 740 

親会社株主に帰属する四半期純利益 732 740 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 732 740 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 391 △809 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

その他の包括利益合計 391 △809 

四半期包括利益 1,123 △69 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,123 △69 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 
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